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弼

二
面
湾
岸
ス
ト
ー
キ
ン
グ
第
八
回

陶

本
群

を
嚢

薙
法
」

塾
講
師
の
ハ
イ
ト
を
始
め
た
の
で
、
ス
ー
ノ
を
着
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
苦
手
た
っ
た
ネ
ク
タ
イ
も
今

で
は
ス
ル
ス
ル
と
締
め
れ
る
。
就
職
盾
動
対
策
も
こ

れ
で
万
全
だ
▼
ハ
イ
ト
先
で
あ
る
伏
見
桃
山
駅
の
改

札
を
出
る
前
に
大
き
な
鏡
が
あ
る
。
疲
れ
た
顔
に
く

翻 井餓.

た
び
れ
た
姿
勢
。
う
む
、
収
入
は
伴
わ
な
い
が
外
見

だ
け
は
「社
会
人
」
と
い
っ
て
も
遜
色
は
な
い
▼
新

管
理
棟
に
は
学
生
は
立
入
禁
丘
ら
し
い
。
だ
け
ど

ス
ー
ツ
を
着
て
ネ
ク
タ
イ
着
用
て
、
文
部
官
僚
の
プ

リ
を
し
て
た
ら
入
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
。
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学
生
立
入
を
大
幅
制
限

現
在
時
計
台
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
事
務
局
部
門
が
移
転
す
る
新
唐
理
棟
の
建
設
計
画
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
新
管
理
棟
は

地
上
七
階
、
地
下
一階
で
本
部
構
内
に
建
設
さ
れ
、
今
年
夏
に
も
看
工
の
予
定
。
新
管
理
棟
内
に
独
立
行
政
法
人
化
の
役
員
用

の
部
屋
が
設
置
さ
れ
、
二
階
以
上
に
は
学
生
の
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
る
な
ど
建
築
計
画
自
体
に
数
々
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
学
生
側
か
ら
懸
念
の
声
が
挙
が
っ
て
い
る
。

新
管
理
棟
は
時
計
台
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
事
務
局
の
移
転

先
と
し
て
計
画
さ
れ
、
本
部
構

内
南
西
部
、
学
生
部
の
西
側
に

現
在
あ
る
公
用
車
用
の
車
躍
や

倉
庫
を
取
り
壊
し
て
建
設
さ
れ

る
。
建
設
費
用
は
本
年
度
の
補

丘
予
算
に
組
み
込
ま
れ
て
お

り
、
着
工
ま
今
彰
壷
こ
ま
る
σア

巳

一鱒

尉鞍

義
曳

定
で
あ
る
。規
模
は
地
上
七
階
、

地
下
一階
で
延
べ
床
面
積
は
六

七
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な

る
。
一階
に
は
学
生
か
ら
の
料

金
徴
収
の
た
め
の
事
務
局
経
理

課
、
情
報
公
開
を
行
う
た
め
四

月
に
新
設
さ
れ
る
総
務
部
大
学

情
報
課
、記
者
ク
ラ
ブ
至
の
他
、
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課
が
配
置
さ
れ
る
。
主
に
建
物

の
各
階
の
南
側
に
は
事
務
室
が

蹟
か
れ
る
ほ
か
、
会
議
室
ス

ペ
ー
ス
が
一フ
ロ
ア
に
集
中
さ

せ
て
設
け
ら
れ
る
。
最
上
階
に

は
総
長
室
、
地
階
に
は
公
文
書

管
理
の
た
め
事
務
局
倉
庫
が
設

け
ら
れ
る
ほ
か
、
副
学
長
室
や

虫
立
庁
攻
去
八
七
を
見
込
句
て

、
燈 盈ヤ

・㍉葱
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・ 役
員
室
な
ど
も
新
管
理
棟
内
に

設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
な

お
建
物
の
二
階
以
上
に
は
、
原

則
と
し
て
学
生
及
び
一般
人
の

立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
る
。

ナ
六
日
に
行
わ
れ
た
第
五
回

新
キ
ャ
ン
パ
ス
問
題
説
明
会
に

お
い
て
赤
岡
功
副
学
長
は
、
新

管
理
棟
の
建
設
理
由
に
と
し
て

事
務
局
の
ス
ペ
ー
ス
拡
張
、
会

議
室
の
増
設
の
必
要
性
の
ほ
か

時
計
台
棟
の
安
全
性
に
問
題
か

あ
る
こ
と
な
ど
を
挙
け
た
。
図

書
館
内
な
と
他
部
局
内
に
置
か

れ
て
い
る
事
務
局
も
新
管
理
棟

内
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。
新
管
理
棟
の
管
理

は
、
建
設
予
疋
の
「白
周
彗
記

念
時
計
台
記
念
館
」
と
同
様
に

事
務
局
か
b
う
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
か
、
新
管
理
棟
建
設
の

事 務 局 移 転 問 題

 

企
画
・立
案
が
具
体
的
に
ど
の

部
局
で
行
わ
れ
て
い
る
か
は

言
及
し
な
か
っ
た
。
四
月
以
降

に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
建

設
計
画
の
詳
細
や
、
図
面
に
関

人
文
研
改
組

へ

五
大
部
門
制

し
て
も
当
面
は
一
切
公
開
し
な

い
と
し
た
G
ま
た
新
暫
理
棟
の

使
用
目
的
に
つ
い
て
は
基
本
的

に
全
学
的
な
事
務
業
務
・会
議

で
あ
り
、
評
議
会
や
部
局
長
会

議
な
ど
も
こ
こ
で
行
わ
れ
る
と

し
た
上
で
、
学
生
の
利
用
の
可

能
性
は
否
定
し
た
。
学
生
側
か

ら
は
、
新
暫
理
棟
の
会
議
室
を

学
生
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
に

対
し
て
の
抗
議
や
、
事
務
や
学

内
会
議
な
ど
が
他
の
大
学
構
成

員
と
は
隔
離
さ
れ
た
場
所
で
行

わ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
の
声
が

挙
が
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
赤
岡

副
学
畏
は
、
学
生
が
行
う
会
議

の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
は
現
時
点

で
十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
と

し
、
学
生
が
新
管
理
棟
の
二
階

た
。数

年
前
か
ら
人
文
研
内
で
検

討
さ
れ
た
の
ち
、
昨
年
二
月
に

全
学
の
組
織
改
革
雌
備
委
員
会

で
決
定
さ
れ
た
。

新
た
な
編
成
は
、
文
化
を
そ

の
成
り
立
ち
の
過
程
や
継
承
な

ど
時
間
軸
か
ら
考
察
す
る

「文

化
生
成
」
、
人
・モ
ノ
の
移
動

か
ら
異
文
化
間
の
交
渉
を
解
明

す
る

「文
化
連
関
」
、
芸
術
や

技
術
、
習
俗
な
ど
可
視
的
要
素

か
ら
な
る
文
化
の
特
徴
を
探
る

「文
化
表
象
」
、
言
語
や
宗
教

な
ど
文
化
の
根
底
を
な
す
要
素

を
研
究
す
る

「文
化
構
成
」
、

こ
れ
ら
を
横
断
的
に
と
ら
え
る

「文
化
研
究
創
成
」
の
五
大
部

門
と
な
る
。

ま
た
、
東
洋
学
文
献
セ
ン

タ
ー
を
改
組
し
、
従
来
の
機
能

に
加
え
て
、
漢
字
情
報
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
る

「漢
字
情
報

研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
立
す
る
。

よ
り
上
に
立
ち
入
っ
た
場
合
に

は
当
局
が
学
生
を
一方
的
に
排

除
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ

た
。

人
文
科
学
研
究
所

(乗
山
正

進
所
長
)
が
今
年
四
月
か
ら
改

組
さ
れ
る
こ
と
が
見
通
し
が
強

ま
っ
た
。
今
ま
で
の
+
七
部
門

制
か
ら
五
大
部
門
制
に
再
編
さ

れ
る
。
来
年
度
政
府
予
算
が
通

過
し
た
の
ち
正
式
決
定
す
る
○

人
文
研
は
当
初
の
十
一
部
門

か
ら
十
七
部
門
に
な
っ
て
い

き
、
こ
の
ま
ま
で
は
新
た
な
研

究
領
域
の
発
生
に
対
応
し
き
れ

な
い
た
め
、
五
大
部
門
制
を
と

る
こ
と
に
し
た
。そ
れ
に
よ
り
、

研
究
所
全
体
と
し
て
の
行
動
も

と
り
や
す
く
な
る
と
い
う
。
ま

た
、
今
回
の
改
組
を
き
っ
か
け

と
し
て
公
開
認
座
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。
自
然
科
学

な
ど
他
分
野
と
の
連
携
を
強
め

る
た
め
理
系
の
研
究
者
や
芸
術

家
を
客
員
教
授
に
迎
え
る
構
想

は
認
め
ら
れ
ず
、
今
後
も
要
望

を
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
っ

事
務
局
の
移
転
先
が
決
定
し

た
こ
と
に
よ
り
、
「百
周
年
記

念
時
計
台
記
念
館
」
の
着
工
に

向
け
て
動
き
出
す
こ
と
と
な

る
。
し
か
し
一方
で
、
学
生
に

よ
る
新
管
理
棟
の
利
用
や
立
ち

入
り
を
認
め
て
お
ら
ず
、
当
局

の
決
定
が
閉
鎖
的
空
間
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
や
、
建

物
内
に
役
員
室
を
設
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
事
実
上
独
立
行
政
法

人
化
を
容
認
し
て
い
る
こ
と
な

ど
数
々
の
問
題
点
を
含
ん
で
お

り
、
今
後
も
計
画
の
見
直
し
が

必
要
と
さ
れ
る
。

へ
再
編

今
年
四
月
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ノ
ト
な
ど
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
使
え
る
漢
字
に

は
制
限
が
あ
り
、
さ
ら
に
日
本

で
使
用
さ
れ
る
漢
字
と
中
国
や

台
湾
で
使
用
さ
れ
る
漢
字
に
互

換
性
が
な
い
状
況
を
ふ
ま
え
、

漢
字
文
化
圏
に
お
い
て
共
通
に

使
用
で
き
る
漢
字
環
境
の
構
築

を
目
指
す
。

乗
山
所
長
は

「い
ま
ま
て
の

研
究
に
加
え
て
、
関
連
し
た

人
々
が
集
ま
る
こ
と
て
新
し
い

研
究
を
創
っ
て
ゆ
き
た
い
。
A,

後
は
最
先
瑞
の
自
然
科
学
と
の

融
合
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
た

ろ
う
」
と
話
し
て
い
る
。
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医
学
部
入
試
改
革

生
物
が
必
修
へ

二
〇
〇
三
年
度
か
ら

一月
十
二
日
、
医
学
部
の
教

授
会
に
お
い
て
、
二
〇
〇
三
年

度
か
ら
後
期
の
医
学
部
入
試
で

は
理
科
は
生
物
は
必
修
、
物
理

と
化
学
か
ら
.教
科
を
選
択
す

る
形
と
な
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。
現
在
医
学
部
の
後
期
入
試

の
理
科
て
は
、
物
理
・化
学
・

ケ ノタイな会社あり関東は八王子に

生
物
の
三
科
目
の
中
か
ら
二
科

目
を
選
択
す
れ
ば
良
い
事
に

な
っ
て
お
り
、
物
理
と
科
学
を

選
択
し
て
入
学
し
た
者
の
中
に

は
、
高
校
で
生
物
を
全
く
履
修

し
て
い
な
い
者
も
い
る
。

高
校
生
物
の
知
識
は
、
医
学

部
で
学
ぶ
上
で
は
必
要
不
可
欠

な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

も
現
在
の
京
大
で
は
教
養
部
が

廃
止
さ
れ
、
一
・
二
回
生
の
う

ち
か
ら
専
門
的
な
学
部
教
育
を

始
め
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お

り
、
仕
方
な
く
講
義
の
導
入
部

分
で
高
校
生
物
の
内
容
か
ら
話

し
始
め
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
講
義
の
予
定
は
そ
う
し

た
内
容
を
話
す
こ
と
を
想
定
し

て
立
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
一
年
間
で
講
義
予

定
を
消
化
し
切
れ
な
い
事
も
あ

り
、
全
て
消
化
し
て
も
駆
け
足

の
講
義
と
な
っ
て
、
非
常
に
学

ま
た
、
高
校
で
生
物
を
履
修

し
て
い
な
い
場
合
、
蛙
な
ど
の

動
物
の
解
剖
を
経
験
し
な
い
ま

ま
、
人
体
の
解
剖
を
体
験
す
る

こ
と
に
な
り
、
学
生
が
衝
撃
を

受
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

今
回
の
決
定
に
は
、
受
験
科
目

に
生
物
を
入
れ
る
こ
と
で
、
知

識
と
同
時
に
個
体
の
死
に
対
峙

す
る
下
地
を
作
ら
せ
る
、
と
い

う
意
味
も
あ
る
と
い
う
。

■

「新
し
い
神
様
」
京
都
上
映

会日
時

三
月
四
日
(土
)
、
五

日

(日
)

両
日
と
も
十
二
時
、

十
五
時
、
十
八
時

(
四
日
の
上

映
会
に
は
監
督
も
来
場
)

場
所

四
日

洛
陽
教
会
地
下

ホ
ー
ル

(
監
督
及
ひ
主
演
挨

拶
)
、
五
日

(日
)

河
原
町
ペ

ン
ギ
ン

料
金

一
般
千
二
百
円

会
員

九
百
円

問
い
合
わ
せ

京
都
ト
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー

・
フ
ィ
ル
ム

・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
〇
七
五

(
三
四
四
)

三

二
七

一

■

『
あ
ん
に
ょ
ん
キ
ム
チ
』
上

映
会

・
二
月
十
九
日

(土
)
京
都
洛

陽
教
会
地
下
ホ
ー
ル

(寺
町
丸

太
町
上
ル
)
/
電
話
〇
七
五
(
二

三

一
)
一
二
七
六

・
二
月
二
十
日

(日
)
河
原
町

ペ
ン
ギ
ン

(
四
条
河
原
町
南
へ

三
つ
目
信
号
東
側

『
ダ
ン
ス
ス

タ
ジ
オ
京
都
』
の
ビ
ル
4
1
0

号
)
電
話
〇
七
五

(
三
五

一
)

二
一二
七
一

料
金

一
般
千
二
百
円

会
員

九
百
円

問
い
合
わ
せ

京
都
ト
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
・
フ
ィ
ル
ム

・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
i
O
七
五

(
三
四
四
)

一
一三
七

一

囲
園
鵬囹

■
受
験
生
特
集
号
に
つ
い
て

い
つ
も
こ
愛
読
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
二
月
を
迎
え
京

次
号
は
本
紙
恒
例
の
二
次
試

験
受
験
生
特
集
号
(三
月
一
日

号
)
の
予
定
で
す
。
試
験
日
当

日
に
各
受
験
会
場
の
前
で
編
集

員
自
ら
配
布
て
お
り
ま
す
。
受

験
生
の
方
無
料
て
す
の
で
、
ど

う
ぞ
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

な
お
、
二
月
十
六
日
弓
は
休て や 総 出 部 に正 検

鞭 書名 儲 出版社 冊数

1 古代中国の刑罰 冨谷を 中央公論社 63冊

2 夢分析 新 呂 成 イ1τ皮辞1占 55冊

2 近代未完 の プロ
ノェ ク ト

Jハ ー ハ ー
マ ス rr波 井 ∬【lr 55冊

4 共同体の基礎理論 大塚久雄 イニィ皮詩店 48冊

5 SportsgrdP
h■cNunber 又ヱ春秋 42冊

6 日本語練習帳 人野者 イ;波苔店 41冊

7
ご冗談で しよつ ファ
イノマ/さ ん(上)

フ7イ!マ ノ 学r波井店 37冊

7 マ イブ ノク 新`朝 村 37冊

9
ハイデガー 「存在と

時間」の構築 本田几 石波 マ`}店 35冊

10
ご冗談でしょっ、ファイノマ/

さん{ト 〉 ファイノマ/ 岩波'ト店 33冊

 

西
部
生
協
ル
ネ
調
べ

1
月

1
日
～

1
月
31
日

「お
受
験

圃
殺
人
」
と
し

て
角
名
に

な
っ
た
音
羽

の
殺
人
事
件

は
、
子
供
が
絞
殺
さ
れ
る
と
い

う
た
た
で
さ
え
衝
撃
的
な
事
件

だ
っ
た
が
、
お
受
験
戦
争
と
い

う
社
会
問
題
が
そ
の
背
後
に
あ

る
と
さ
れ
た
た
め
さ
ら
に
世
間

の
注
目
を
集
め
た
。
し
か
し
、

お
受
験
と
殺
人
事
件
が
果
た
し

て
本
当
に
関
係
が
あ
っ
た
の
か

は
安
易
に
判
断
で
き
な
い
。
こ

の
事
件
で
は
、
現
場
が
幼
児
教

育
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
、
容
疑
者
の
子
供
と

被
害
者
が
同
年
代
で
あ
っ
た
こ

と
、
容
疑
者
の
子
供
は
受
験
に

失
敗
し
、
被
害
者
は
合
格
し
た

こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
の
偶
然

が
重
な
り
合
い
、
動
機
が
作
り

出
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て

膨
ら
ま
さ
れ
て
い
っ
た
。
確
か

に
お
受
験
戦
争
の
悲
惨
な
結
茉

と
い
う
こ
の
動
機
は
分
か
り
や

す
い
。
そ
し
て
ト
ラ
マ
性
が
あ

る
Qワ
イ
ト
シ
ョ
ー
も
連
日
「平

凡
な
主
婦
で
あ
った
容
疑
者
が

ど
の
よ
う
に
お
受
験
地
獄
に
呑

み
込
ま
れ
た
か
」
を
ト
ラ
マ

チ
ノ
ク
に
流
し
て
い
た
▼
し
か

し
そ
の
後
、
容
疑
者
の
供
述
に

よ
り

一転
、
動
機
は
お
受
験
と

は
無
関
係
と
い
う
見
乃
か
強
ま

る
。
今
て
は
、
受
験
の
失
敗
と

い
う
劇
的
な
き
,
か
け
か
あ
,

た
の
て
は
な
く
、
日
常
の
母
親

同
L
の
此
細
な
ス
ト
レ
ス
か
つ

も
り
積
も
っ
た
結
果
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
ま
あ
、
止
確
な
事

実
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
か
、

お
受
験
だ
け
か
原
囚
て
な
か
っ

た
の
は
確
か
の
よ
う
た
。
つ
よ

り
、
結
果
的
に
は
マ
ス
コ
、、、ぱ

誤
報
を
流
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
▼
今
回
の
事
件
て
も
そ
う
た

が
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
と
い
う

の
は
と
う
も
物
事
を
劇
的
な
乃

向
へ
動
か
す
傾
向
か
あ
る
よ
う

だ
。
し
か
し
、「事
実
は
小
説
よ

り
も
奇
な
り
」
と
い
う
言
菓
は

あ
る
と
は
い
え
、
本
当
に
劇
的

な
事
件
は
こ
く

.
部
て
あ
ろ

う
。
全
て
の
事
件
に
ト
ラ
マ
性

を
持
た
せ
よ
う
と
い
う
の
は
無

理
が
あ
る
。
視
聴
率
を
稼
が
な

く
て
は
な
ら
な
い
た
め
て
あ
ろ

う
が
、
事
件
を
劇
的
に
誇
張
・

歪
曲
す
れ
ば
視
馳
率
か
取
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
い
え
ば

視
聴
者
は
ト
ラ
マ
チ
ノ
ク
な
展

開
に
慣
れ
す
ぎ
て
い
て
、
平
凡

な
事
件
で
は
納
得
し
て
く
れ
な

い
と
い
う
こ
と
な
の
た
ろ
う
か

▼
人
が
ス
ポ
ー
ノ
と
か
犯
罪
と

い
った
も
の
に
ト
ラ
マ
を
求
め

る
と
い
う
の
は
、
平
凡
な
日
常

生
活
の
裏
返
し
な
の
て
あ
ろ
う

が
、
そ
れ
が
行
き
す
ぎ
る
と
今

回
の
よ
う
な
誤
報
を
招
い
て
し

ま
う
。
そ
れ
に
、
あ
ら
ゆ
る
出

来
事
に
無
理
矢
理
話
題
を
創
り

出
す
こ
と
に
ど
れ
だ
け
意
味
が

あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「劇
場

犯
罪
」
も
時
効
を
迎
え
た
こ
と

だ
し
、
た
ま
に
は
ト
ラ
マ
を
離

れ
て
、
つ
ま
ら
な
い
日
常
に
目

を
向
け
て
も
良
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

(中
)

編集員
募集中

ン轟野賑賠藩愁囎
★ 入 学 ア ル バ ム 「FreshBook」

寅生 向 け雑誌 「京 都大 学 を知 る本 」験受患
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おか げ さまで20周 年

平安会館 では、 日頃の感 謝の気持 ちを込 め まして、20周 年

記 念 お 得 満 載 宴 会 プ ラ ン を色 々 な形で ご用意致 してお り

ます ので、是非 一度 お越 し下 さいませ。

どんな ことで もお 申 し付 け下 さい。 平安会館 スタッフー同

平 安 会 館 馨 講芋は
京 都 御 所 ・中立 売 御 門 前TELO754326181
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京
都
大
学
交
響
楽
団
の
定
期
公
演
を

聴
い
た
(
一
月
十
四
日
・
於
京
都
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
)o

一曲
目
は
、
フ
ラ
ン
ツ
。
シ
ュ
レ
ー

カ
ー
の
珍
し
い
作
品
、「あ
る
ド
ラ
マ
へ

の
前
奏
曲
、

シ
ュ
レ
ー
カ
ー
の
魅
力
は
、
精
緻
な

オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
。
刹

那
的
な
響
き
の
色
彩
感
り皐
＼
彼
の
音

楽
の
信
条
で
あ
る
。
彼
自
身
は
自
ら
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
凋
私

は
響
き
の
芸
術
家
、
響
き
の
夢
想
家
、

響
き
の
魔
術
師
、
欝
き
の
唯
美
主
義
者

で
あ
り
、
旋
律
の
痕
跡
を
何
も
持
た
な

い
。」旋
律
が
な
い
、と
い
う
の
は
、シ
ュ

レ
ー
カ
ー
に
お
い
て
、
響
き
(和
声
)

が
旋
律
を
支
え
る
の
で
は
な
く
、
旋
律

が
■
き
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
指
し
て
い
よ
う
。

歌
劇
「運
命
づ
け
ら
れ
た
人
々
」
(
一

九
一二
～
一五
)
か
ら
演
奏
会
用
に
編

曲
さ
れ
蕉
あ
る
ド
ラ
マ
へ
の
前
奏
曲
」

は
、
そ
の
傾
向
を
極
限
に
ま
で
推
し
進

め
た
も
の
と
い
え
る
。
四
管
編
成
に

チ
ェ
レ
ス
タ
、
ハ
ー
プ
、
ピ
ア
ノ
を
加

え
た
大
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
奏
で

る
音
楽
に
は
、
目
も
眩
む
よ
う
だ
。
四

小
節
、
八
小
節
と
い
っ
た
小
節
単
位
は

無
視
さ
れ
、
あ
る
の
は
唯
々
ま
ば
ゆ
い

ば
か
り
の
響
き
の
洪
水
だ
。
そ
の
意
味

で
、
彼
は
正
し
く
オ
ー
ス
ト
リ
ア
印
象

主
義
の
末
商
だ
っ
た
。

だ
が
、
そ
こ
に
こ
そ
彼
の
盲
点
が

あ
っ
た
。
同
し
時
期
に
書
か
れ
た
オ
ペ

ラ
、
例
え
ば
ツ
ェ
ム
リ
ン
ス
キ
ー
の

「フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
悲
劇
」
や
、
ベ
ル

だ
響
き
、
響
き
、
響
き

。
聴
い
て

い
て
次
第
に
気
分
が
悪
く
な
っ
て
く

る
。冒

頭
二
長
調
と
変
ロ
短
調
と
い
う
、

長
調
と
短
調
が
ト
ミ
ナ
ン
ト
で
半
拍
ず

ら
せ
て
交
互
に
現
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で

充
分
気
持
ち
悪
い
。
調
性
は
ト
ゥ
ソ

テ
ィ
に
お
い
て
二
長
調
に
解
決
さ
れ
る

が
、
今
度
は
拍
子
が
一
小
節
ご
と
に
八

分
の
六
、
八
分
の
九
、
八
分
の
十
二
と

変
拍
子
に
な
る
。
我
々
は
た
だ
響
き
の

海
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
べ
き
か
?

も
し
か
し
て
、
大
仕
掛
け
な
演
出
で

き
出
し
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
、
し
ぱ
し
ぱ
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
は
マ
ー
ラ
ー
の
独
創
で
は

な
い
。
た
と
え
ば
一見

「純
粋
音
楽
」

志
向
が
強
い
よ
う
に
見
え
る
ブ
ラ
ー
ム

ス
も
、
舞
曲
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
風
の
旋
律

を
自
ら
の
音
楽
に
融
和
さ
せ
よ
う
と
試

み
て
い
る
。

プ
ル
ソ
ク
ナ
ー
は
、
そ
の
宇
田
的
ス

ケ
ー
ル
と
宗
教
的
な
厳
か
さ
も
手
伝
っ

て
、
孤
高
の
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
な

印
象
を
与
え
る
が
、
そ
の
例
外
で
は
な

い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
民
謡
風
の
主
題

た
第
三
主
題
も
舞
曲
風
だ
。

後
期
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
導
機
の

処
理
な
ど
が
有
機
的
と
な
り
、
「純
音

楽
」
的
傾
向
を
強
め
る
プ
ル
ノ
ク
ナ
ー

で
あ
る
が
、
「五
番
」
で
は
、
教
会
の
オ

ル
ガ
ン
風
音
塊
や
フ
ー
ガ
、
舞
曲
や
民

謡
が
、
生
の
素
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。
一般
的
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、

筆
者
に
は
、
ブ
ル
ノ
ク
ナ
ー
の
中
で
は

聖
な
る
も
の
と
卑
俗
な
も
の
が
衝
突
し

つ
つ
同
居
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
宗
教
音
楽
の
よ
う
な
厳
か
な
響
き

の
後
に
、
す
ぐ
に
田
舎
風
な
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
聞
こ
え
て
く
る
。
ブ
ル
ノ
ク

ナ
ー
の
分
裂
性
と
言
お
う
か
。

し
た
が
っ
て
、
彼
の
交
響
曲
の
う
ち

も
っ
と
も
規
模
が
大
き
い
こ
の
曲
を
、

い
か
に
し
て
統
」感
を
も
っ
て
ま
と
め

る
か
が
指
揮
者
の
腕
の
見
せ
所
と
な
る

力

今
晩
の
演
奏
で
は
、
そ
う
し
た
異

質
な
要
素
を
あ
え
て
そ
の
ま
ま
響
か
せ

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
「純
粋
音
楽
」

的
に
統

一し
て
聞
か
せ
よ
う
と
す
る

(い
さ
さ
か
強
引
と
も
見
え
る
)
解
釈

だ
っ
た
。
テ
ン
ポ
は
お
し
な
べ
て
速
め

で
、
余
裕
が
な
く
、
ブ
ル
ノ
ク
ナ
ー
独

特
の
た
っ
ぷ
り
と
し
た
響
き
を
楽
し
む

向
き
に
は
、
不
満
が
残
っ
た
。

入
場
料
は
S
席
【五
〇
〇
円
、
A
席

一〇
〇
〇
円
。
こ
れ
は
演
奏
会
が
始
ま

る
前
に
、
あ
り
が
た
い
人
生
訓
を
聞
か

さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
罰
金
だ
と
思
え

ば
い
い

小
学
校
の
児
童
が
荒
れ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
い
じ
め
・学
級
崩
壊
・自
殺
な
ど
、

小
学
校
を
巡
る
問
題
は
数
多
い
。
そ
の
原
因

に
つ
い
て
も
、
親
の
し
つ
け
の
せ
い
だ
、
あ

る
い
は
先
生
が
頼
り
な
い
か
ら
だ
と
色
々
い

わ
れ
て
い
る
が
、
単
な
る
一般
論
で
解
決
策

を
い
わ
れ
て
も
、
現
実
に
子
育
て
に
奔
走
し

て
い
る
親
に
と
っ
て
は
、何
に
も
な
ら
な
い
。

も
っ
と
基
本
的
な
こ
と
か
ら
問
い
直
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
こ
の
本
は
そ
う
呼
び
か
け
て

い
る
さ
つ
だ
。

題
名
の
通
り
、
こ
の
本
に
は
「わ
が
子
を

悪
い
先
生
か
ら
守
る
方
法
」
に
つ
い
て
書
か

れ
て
あ
る
。
で
は
、
誰
が
わ
が
子
を
守
る
の

か
、
と
い
え
ぱ
、
こ
れ
は
親
し
か
い
な
い
。

良
い
先
生
も
大
勢
い
る
が
、
悪
い
先
生
と
い

う
の
も
現
実
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
せ
い
で
楽
し
い
は
ず
の
学
校
生
活
が
苦
痛

に
な
っ
て
い
て
、
学
習
も
は
か
ど
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
本
来
純
粋
な
子
供
が
非
行
に
走
っ

て
い
る
。
本
当
に
子
供
の
こ
と
を
分
か
ろ
う

と
し
な
い
悪
い
先
生
に
は
何
も
期
待
す
る

な
、
一番
子
供
の
こ
と
を
愛
し
て
い
る
親
の

手
で
子
供
を
悪
い
先
生
か
ら
引
き
離
し
、
楽

し
い
学
校
生
活
を
取
り
戻
さ
せ
て
や
ろ
う
。

こ
の
著
書
の
主
張
に
は
新
鮮
な
も
の
を
覚
え

る
。ち

な
み
に
こ
の
本
で
は
良
い
先
生
と
悪
い

先
生
と
が
完
全
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

わが子 を「悪い先生」から守る方法
冒

ガイ ・ストリックランド著 同田好恵訳 研究者出版 ・1500円

のも子供 は親が守る
極
端
な
二
分
法
に
は
違
和
感
を
感
し
な
い
こ

と
も
な
い
が
、
分
か
り
や
す
く
す
る
必
要
の

あ
る
ハ
ウ
ツ
i
本
と
し
て
は
し
ょ
う
が
な
い

の
だ
ろ
う
。

で
は
わ
が
子
に
楽
し
い
学
校
生
活
を
再
び

送
ら
せ
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
著
者
は
実
に

具
体
的
に
醤
い
て
い
る
。
一例
を
挙
げ
る
と
、

学
習
や
友
達
関
係
、
授
業
中
の
態
度
な
ど
で

子
供
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
、
親
が
面
談
に

呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
、
親

は
先
生
の
言
う
こ
と
を
盲
信
し
て
子
供
を
叱

る
べ
き
で
は
な
い
。
先
ず
、
わ
が
子
の
担
任

は
果
た
し
て
子
供
を
理
解
し
よ
う
と
努
力
す

る
良
い
先
生
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
一
年
間

滞
り
な
く
ク
ラ
ス
運
営
を
し
た
い
だ
け
の
悪

い
先
生
な
の
か
、
し
っ
か
り
見
極
め
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
(も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
の

詳
細
な
チ
ェ
ノ
ク
ーー
リ
ス
ト
も
用
意
さ
れ
て

い
る
)。
良
い
先
生
な
ら
、共
同
で
問
題
解
決

の
た
め
の
努
力
を
す
れ
ば
い
い
が
、
悪
い
先

生
な
ら
ば
、親
が
動
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

何
度
も
面
談
を
積
み
重
ね
、
何
も
し
た
が
ら

な
い
悪
い
先
生
を
怒
ら
せ
る
こ
と
な
く
働
か

せ
る
。
そ
の
た
め
の
細
か
い
テ
ク
ニ
ノ
ク
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
事
態
が
打
開

し
な
か
っ
た
ら
、
や
む
を
得
な
い
。
転
校
や

不
登
校
も
辞
す
へ
き
で
は
な
い
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、こ
の
本
に
は
一貫
し
て
「子

供
の
た
め
に
親
が
動
く
へ
き
」
と
い
う
主
張

が
貫
か
れ
て
い
る
。「弱
い
立
場
に
あ
る
親
が

先
生
に
対
抗
す
る
の
は
と
て
も
大
変
。
し
か

し
子
供
の
た
め
を
考
え
て
く
し
け
ず
に
立
ち

向
か
っ
て
下
さ
い
。
わ
が
子
を
救
え
る
の
は

親
し
か
い
な
い
の
で
す
か
ら
」
著
者
は
こ
の

よ
う
に
訴
え
る
。
こ
の
本
は
世
間
の
親
御
さ

ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
先
生
に
も
読
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
少
し
で
も
悪
い
先
生
が
減

る
に
違
い
な
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
(中
)

ス
＼美

、
＼
キ
＼
之
グ

中
川

喜
与
志

[8
]
も
う
ひ
と

つ
の
ヒ
ズ
ボ
ラ

(神

の
党

)

ど
う
い
う
わ
け
か
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ

れ
な
か
っ
た
、だ
が
し
か
し
恐
ろ
し
く
シ
ョ
ノ
キ
ン

グ
な
事
件
を
報
告
し
よ
う
。
ト
ル
コ
各
地
で
先
月

(
一月
)、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
武
装
グ
ル
ー
プ
ロ

ヒ
ズ
ボ
ラ
の
ア
ジ
ト
か
ら
そ
れ
ま
で

"行
方
不
明
〃

と
な
っ
て
い
た
人
た
ち
の
遺
体
が
続
々
と
掘
り
起

こ
さ
れ
た
。二
月
に
入
っ
た
時
点
で
そ
の
数
は
五
十

を
超
え
た
。
現
地
で
は
。恐
怖
の
館
事
件
岬と
し
て

報
道
さ
れ
、
人
々
を
震
え
上
が
ら
せ
て
い
る
。

事
件
発
覚
の
発
端
は
こ
う
だ
。
一月
十
七
日
、イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
ウ
シ
ュ
ク
ダ
ル
地
区
に
あ
っ
た

ヒ
ズ
ボ
ラ
の
ア
ジ
ト
を
ト
ル
コ
警
察
の
テ
ロ
対
策

特
殊
部
隊
が
急
襲
。
四
時
間
の
銃
撃
戦
の
末
、同
組

織
の
指
導
者
(フ
セ
イ
ン
・ヴ
ェ
リ
オ
ー
ル
)
を
射

殺
、幹
部
二
名
を
逮
捕
。
ア
ジ
ト
の
庭
か
ら
ま
ず
遺

体
十
体
を
掘
り
起
こ
し
た
。遺
体
は
い
ず
れ
も
裸
で

埋
め
ら
れ
て
お
り
、
手
足
の
骨
が
骨
折
し
て
い
た

り
、肋
骨
の
一部
が
な
か
っ
た
り
、
と
凄
惨
な
拷
問

の
痕
跡
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
。加
え
て
拷
問
の
様

子
を
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
も
押
収
さ
れ
た
。そ

の
後
、
ア
ン
カ
ラ
、
コ
ン
ヤ
、
バ
ノ
ト
マ
ン
、
デ
ィ

ヤ
ル
バ
ク
ル
な
ど
各
地
の
ア
ジ
ト
も
捜
索
さ
れ
、発

掘
遺
体
は
増
え
続
け
た
。

捕
ま
っ
た
ヒ
ズ
ボ
ラ
幹
部
の
証
言
な
ど
か
ら
、最

終
的
に
、遺
体
の
数
は
百
体
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。

*

*

*

ヒ
ズ
ボ
ラ
と
い
え
ば
、
【般
に
、
レ
バ
ノ
ン
を
拠

点
と
し
、イ
ス
ラ
エ
ル
と
戦
闘
を
続
け
る
イ
ス
ラ
ム

教
シ
ー
ア
派
武
装
組
織
と
し
て
知
ら
れ
る
。し
か
し

こ
こ
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
ト
ル
コ
の
ヒ
ズ
ボ
ラ

は
、レ
バ
ノ
ン
の
ヒ
ズ
ボ
ラ
と
は
導
つ
。
同
し
ヒ
ズ

ボ
ラ
隠
神
の
党
を
名
乗
っ
て
い
る
が
別
組
織
で
あ

る
。ト

ル
コ
の
ヒ
ズ
ボ
ラ
は
一九
八
〇
年
代
前
半
に

ト
ル
コ
南
東
部
の
最
大
都
市
デ
ィ
ヤ
ル
ハ
ク
ル
で

誕
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。同
し
く
ト
ル
コ
南
東

部
の
農
村
部
で
ク
ル
ト
人
ゲ
リ
ラ
組
織
P
K
K
(ク

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
労
働
者
党
)が
勢
力
を
伸
ば
し
始
め

た
時
期
と
軌
を
一に
す
る
。
こ
の
ヒ
ズ
ボ
ラ
は
、八

〇
年
代
後
半
よ
り
、数
々
の
暗
殺
事
件
や
誘
拐
事
件

を
引
き
起
こ
し
て
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。ト
ル
コ

の
人
権
擁
護
協
会
(I
H
D
)
に
よ
れ
ば
、
八
〇
年

代
後
半
か
ら
昨
年
九
九
年
中
頃
に
至
る
ま
で
に
約

二
千
人
を
殺
害
し
て
い
る
。
当
初
、誰
に
よ
る
犯
行

は
よ
く
分
か
ら
ず
、
現
地
メ
デ
ィ
ア
の
間
で
は
"コ

ン
ト
ラ
・ゲ
リ
ラ
"
と
表
現
さ
れ
て
い
た
。
殺
害
方

法
が
軍
・警
察
の
特
殊
部
隊
の
そ
れ
と
異
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、徐
々
に
ヒ
ズ
ボ
ラ
な
る
組
織
の
存
在

が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。そ
し
て
タ
ー
ゲ
ノ
ト
の

大
半
が
P
K
K
の
シ
ン
パ
サ
イ
ザ
…
、ク
ル
ト
人
合

法
政
党
の
メ
ン
バ
ー
、
シ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
犯
人

は
ほ
と
ん
ど
捕
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
、八
〇
年
代
末
に
は
す
で
に
ヒ
ズ
ボ
ラ
の
背
後
に

は
軍
、
警
察
が
い
る
と
広
く
噂
さ
れ
、
現
在
で
は
少

な
く
と
も
現
地
ジ
ャ
:
ナ
リ
ス
ト
、ク
ル
ト
人
た
ち

の
間
で
は
常
識
と
な
っ
て
い
た
。

*

*

*

ヒ
ズ
ボ
ラ
に
殺
害
さ
れ
た
最
初
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
は
、
ハ
リ
ノ
ト
・ギ
ュ
ン
ゲ
ン
。
九
〇
年
初
頭

の
こ
と
で
あ
る
。
左
派
雑
誌

『
イ
キ
ビ
ネ
・
ト
ー

ル
』
の
ク
ル
ト
人
記
者
だ
。
ヒ
ズ
ボ
ラ
の
メ
ン
ハ
ー

が
デ
ィ
ア
ル
ハ
ク
ル
警
察
に
お
い
て
対
テ
ロ
特
殊

部
隊
か
ら
軍
事
訓
練
を
受
け
い
る
様
子
を
撮
影
し
、

発
表
し
た
た
め
、
白
昼
堂
々
と
オ
フ
ィ
ス
に
お
い
て

殺
害
さ
れ
た
。
つ
い
で
、
ハ
フ
ィ
ズ

・
オ
ズ
デ
ミ

ル
。
ク
ル
ト
人
の
日
刊
紙

『オ
ズ
ギ

ュ
ル
・ギ
ュ
ン

テ
ム
』
の
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
。や
は
り
ヒ
ズ
ボ
ラ
と
軍
、

篶
察
の
関
係
を
取
材
し
て
い
る
過
程
で
殺
害
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
後
も
ヒ
ス
ボ
ラ
と
軍
・警
察
の
つ
な
が
り
を

示
す
報
道
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
}
方
、
暗
殺
・誘

拐
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
き
、タ
ー
ゲ
ノ
ト
は
ク

ル
ト
人
ビ
シ
ネ
ス
マ
ン
か
ら
街
角
の
新
聞
売
り
ま

で
広
が

っ
て
い
く
。
九
三
年
に
は
、ト
ル
コ
議
会
で

期
と
符
合
す
る
。

*

*

*

さ
て
、
な
ぜ
今
、
こ
の
"恐
怖
の
館
事
件
昭
が
明

る
み
に
出
た
の
か
リ

ト
ル
コ
軍
お
よ
び
警
察
が
ヒ
ズ
ボ
ラ
へ
の
弾
圧

を
は
ず
す
こ
と
ま
で
、緊
急
党
大
会
で
決
議
し
て
い

る
)。
つ
ま
り
オ
シ
ャ
ラ
ン
捕
捉
に
よ
っ
て
、
ト
ル

コ
軍
に
と
っ
て
P
K
K
は
も
は
や
軍
事
的
脅
威
で

は
な
く
な
っ
た
。ク
ル
ト
人
の
抵
抗
運
動
は
終
わ
っ

た
、
と
。

ト
ル
コ
軍
は
ポ
ス
ト
P
K
K
戦
略
に
打
っ
て
出

た
の
で
あ
る
。軍
部
は
こ
れ
ま
で
大
き
く
は
三
つ
の

掘

り
起

こ
さ
れ

る
五
十

の
遺
体

埋
葬

さ
れ

る
ト

ル

コ

ク
ル
ト
人
議
員
を
中
心
と
す
る
超
党
派
の
調
査
委

員
会
が
つ
く
ら
れ
、警
察
お
よ
び
軍
(ジ
ャ
ン
ダ
ル

マ
)が
軍
事
訓
練
だ
け
で
な
く
武
器
や
資
金
、ア
シ

ト
ま
で
提
供
し
て
い
る
と
す
る
報
告
書
を
ま
と
め

て
い
る
。

ヒ
ズ
ボ
ラ
が
最
も
盾
発
に
動
い
た
の
は
、つ
ま
り

暗
殺
、誘
拐
事
件
を
最
も
多
く
引
き
起
こ
し
た
の
は

九
〇
年
代
の
前
半
。ク
ル
ト
人
ゲ
リ
ラ
組
織
P
K
K

が
急
成
長
し
、そ
の
勢
力
が
最
も
大
き
く
な
っ
た
時

●

ヒ
ズ

ボ

ラ

を
始
め
た
の
が
、昨
年
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
だ
。
昨
年

二
月
に
P
K
K
の
オ
ジ
ャ
ラ
ン
議
長
が
ケ
ニ
ア
で

捕
捉
さ
れ
る
。
そ
の
後
、オ
ジ
ャ
ラ
ン
議
長
は
マ
ル

マ
ラ
海
に
浮
か
ぶ
イ
ム
ラ
ル
島
の
獄
中
か
ら
、武
装

闘
争
路
線
の
放
棄
、P
K
K
ゲ
リ
ラ
部
隊
の
ト
ル
コ

領
内
か
ら
の
撤
退
、
自
治
権
要
求
の
放
棄
を
声
明
。

P
K
K
ゲ
リ
ラ
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
れ
に
従
っ
た
(つ

い
最
近
で
は
、
P
K
K
は
そ
の
政
治
組
織
、
軍
事
組

織
の
名
称
か
ら
「ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
」と
い
う
用
語

対
P
K
K
戦
略
を
採
用
し
て
き
た
。
】
つ
は
ク
ル
ド

人
居
住
地
域
で
あ
る
ト
ル
コ
南
東
部
で
の
正
規
軍

の
大
規
模
展
開
と
マ
ス
コ
ミ
を
遮
断
し
て
の
特
殊

部
隊
に
よ
る
軍
事
作
戦
行
動
。二
つ
目
は
農
村
部
で

の
「キ
ョ
イ
・コ
ル
ジ
ュ
ラ
ル
」
(村
落
防
衛
隊
員
)

の
組
織
化
。P
K
K
と
戦
わ
せ
る
た
め
の
ク
ル
ト
人

民
兵
組
織
で
あ
る
。
部
族
単
位
で
強
制
し
、そ
の
数

は
三
万
五
千
人
。
そ
し
て
三
つ
目
が
ヒ
ズ
ボ
ラ
。
都

市
部
を
中
心
に
P
K
K
支
持
者
の
暗
殺
、誘
拐
を
繰

り
返
し
た
秘
密
部
隊
で
あ
る
。メ
ン
バ
ー
と
し
て
は

や
は
り
ク
ル
ド
人
を
組
織
し
て
い
る
。

こ
の
中
で
ヒ
ズ
ボ
ラ
は
ク
ル
ト
人
弾
圧
の
最
も

暗
部
を
知
る
存
在
だ
。P
K
K
が
一
挙
に
弱
体
化
し

た
今
、軍
部
と
し
て
は
、こ
の
ヒ
ズ
ボ
ラ
を
抹
殺
し
、

歴
史
の
闇
に
葬
り
去
る
必
要
が
出
て
き
た
。
一
挙
に

口
封
し
に
出
た
の
で
あ
る
。ヒ
ズ
ボ
ラ
も
そ
の
危
険

性
を
察
知
し
、拠
点
を
ト
ル
コ
南
東
部
か
ら
西
部
へ

移
し
始
め
た
。
し
か
し
す
べ
て
を
掌
握
し
て
い
る

軍
、
警
察
に
と
っ
て
、
追
跡
は
た
や
す
い
。
最
高
指

導
者
は
先
の
事
件
で
銃
撃
戦
の
中
で
射
殺
さ
れ
、そ

の
ほ
か
の
幹
部
た
ち
の
拘
禁
、移
送
は
秘
密
裏
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。事
件
が
明
る
み
に
出
て
か
ら
わ
ず

か
「週
間
で
二
百
八
十
五
名
の
同
メ
ン
バ
ー
が
逮

捕
さ
れ
て
い
る
。ク
ル
ト
人
蜂
起
へ
の
弾
圧
史
を
紐

解
け
ば
、
再
び
、
同
し
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

*

*

*

ト
ル
コ
軍
部
は
、ヒ
ズ
ボ
ラ
と
の
関
係
を
強
く
否

定
し
、イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
と
対
決
し
て
い
る
と
説

明
す
る
。ヒ
ス
ボ
ラ
は
ト
ル
コ
東
南
部
に
シ
ャ
ー
リ

ア
(イ
ス
ラ
ム
法
)
に
基
づ
く
イ
ス
ラ
ム
国
家
を
樹

立
し
よ
う
と
す
る
分
離
主
義
者
だ
、背
後
に
イ
ラ
ン

が
い
る
、と
ま
で
主
張
し
出
し
た
。
し
か
し
ヒ
ズ
ポ

ラ
は
世
俗
主
義
の
守
護
者
を
自
任
す
る
ト
ル
コ
軍

に
攻
撃
を
仕
掛
け
た
こ
と
な
ど
一度
た
り
と
も
な

い
し
、
非
難
し
た
こ
と
も
な
い

。

ト
ル
コ
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ム
主
義
台
頭
が
話
題

に
な
る
時
、そ
れ
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
ク
ル

ド
人
問
題
が
連
動
し
て
い
る
。こ
の
事
件
に
は
ま
さ

に
そ
の
典
型
的
な
構
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。日
本
の

マ
ス
コ
ミ
、中
東
研
究
者
が
ト
ル
コ
の
イ
ス
ラ
ム
主

義
を
語
る
時
、決
ま
っ
て
世
俗
主
義
勢
力
と
イ
ス
ラ

ム
主
義
勢
力
の
対
立
と
い
う
単
純
に
し
て
、幼
稚
き

わ
ま
り
な
い
分
析
を
し
て
み
せ
る
の
だ
が

。

(な
か
が
わ
き
よ
し
氏
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・ク
ル

ド
人
問
題
研
究
家
)
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